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本校では、「わかる」授業を行い、確かな学力の育成を図っています。

さらに、学校で学習したことを確実に身につけるために、また、自ら学ぶ習

慣を身につけるためにも、家庭学習がとても重要です。毎日、続けることで知

識が定着し、子どもの確かな力となります。

そこで、このたび「古高っ子 家庭学習のすすめ」を作成いたしました。お

子さんの身近なところに置き、家庭学習の参考にしていただければ幸いです。

家庭学習で子どもたちに培われる力

１ 継続する力・・・毎日、勉強をするくせがつき、どんなことにも

あきらめずに努力できる子になる

２ 確かな学力・・・繰り返し学習することで、正しく理解し、しっ

かり身につき、確かな学力を定着することがで

きる子になる

３ 自立する力・・・自分で課題を見つけ、自分で解決できるように

なり、自分で考え、自分で行動することができ

る子になる

家庭学習の進め方
① 学校から出された宿題を最初にすませる。

※休みの日は、学校からの宿題を計画的にしながら、自主学習に取り組ませましょう。

② 時間が余ったら、「自主勉強にチャレンジ！！」を参考に、自主勉強に取り組む。

③ 家庭学習が終わったら、次の日の学習活動の準備をする。

時間のめやす
１０分×学年＋１０分程度（例 １年生…10分×１＋10分＝20分程度）
※ この時間をめやすに、お子さんの状況に合わせて一緒に学習時間を決めましょう。

家庭学習の効果を上げるポイント

家族からの「ほめ言葉」は、学習のうえでパワーの源です。

いつもご家庭での温かい言葉かけをありがとうございます。子どもたちは、ほめられることによ

って、やる気スイッチが ONになり、自分から学習を進める意欲が湧いてきます。お子さんのがん
ばりをしっかりと認め、できていないところは少しずつアドバイスをしながら一緒に取り組むなど、

しっかり励ましてください。


